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はじめに 
 本計画(案)は、平成２３年５月に策定された「国土交通省河川砂防技術基準維持管理編(河川編)」

に基づき、阿武隈川下流における河川の区間区分、河川や地域の特性に応じた河川維持管理の目

標、河川の状態把握の手法、頻度等、及び具体的な維持管理対策を定めたものである。 

 本計画の対象期間は概ね５年間としているが、河川や河川管理施設の状況変化、河川維持管理

の実績、社会経済情勢の変化等に応じて適宜見直しを行うものである。 

河川の維持管理は、河道や施設の状態を把握して、その結果に応じて必要な対策を実施するこ

とが基本となるが、状態の把握結果の分析や評価には確立された手法等がない場合が多い。この

ため、状態把握・分析・評価・維持管理の実施（改善）を繰り返し行っていく中で、さらなる内容

の充実を図っていく必要があり、河川維持管理対策の実施基準についても、維持管理の実績や工

学的な知見をふまえながら、今後、定量化に努めていくものとする。 

本計画の適用河川及び対象期間、計画に定める一般的な事項は、次のとおりである。 

 

＜適用河川＞ 

阿武隈川水系  管理延長 

 阿武隈川   ５３．６㎞（宮城県境まで） 

白石川     １．０㎞ 

 

＜計画の対象期間＞ 

 概ね５年間（平成３１年度から平成３５年度） 

 

＜計画に定める一般的事項＞ 

（１）河川の概要 

（２）河川維持管理上留意すべき事項 

（３）河川の区間区分 

（４）河川の維持管理目標 

（５）河川の状態把握 

（６）具体的な維持管理対策 

（７）水防等のための対策 

（８）効率化・改善に向けた取り組み 

（９）地域連携等 

 
■語句の定義について 

本計画の中で使用されている語句の定義は以下のとおりである。 

 

・洪   水：はん濫注意水位を上回りかつ、高水敷が水没する状態になる程度の規模 

・大規模洪水：岩沼基準地点で水位が 6.5(T.P.m)を上回る洪水 

(概ね確率規模 1/30 に相当) 

・洪 水 期 前：４月～５月とする 

・洪 水 期 中：６月～１０月とする 

  ・洪 水 時：水防団待機水位を超え、はん濫注意水位を上回りかつ高水敷が水没する状態

から、水防団待機水位程度まで水位が下がるまでの期間とする 

・洪 水 後：洪水が発生し、水防団待機水位程度まで水位が下がった直後 

 

 



  

■洪水規模の目安となる基準水位について 

管理区間内の水位観測所で設定されている基準水位は以下のとおりである。 

河川名 観測所名 
水 防 団 

待機水位 

は ん 濫 

注意水位 

避難判断 

水  位 

は ん 濫 

危険水位 

計 画 

高水位 

阿武隈川 荒 浜 1.30 1.80 － － 3.94 

岩 沼 4.00 5.00 7.90 8.20 8.25 

江 尻 9.50 10.80 － － 14.21 

笠 松 13.00 14.50 16.60 17.00 17.99 

丸 森 18.00 19.50 22.00 22.30 23.70 

舘 矢 間 － － － － 25.34 

白 石 川 船 岡 大 橋 － － － － 15.07 

   

 
■河川維持管理において使用する基準書類等 

河川維持管理において使用する基準書類等は、以下のとおりである。 

・ 国土交通省河川砂防技術基準維持管理編（河川編）【平成 27 年 3 月改定】 

・ 堤防等河川管理施設及び河道の点検要領案【平成 28 年 3 月】 

・ 東北地方整備局平常時河川巡視規定【平成 26 年 4 月 1 日施行】 

・ 東北地方整備局出水時河川巡視規定【平成 25 年 12 月 17 日施行】 

・ 河川巡視マニュアル（案）【平成 16 年 4 月】 

・ 東北地方整備局地震時点検要領【平成 27 年 3 月 31 日】 

・ 河川関係 地震災害緊急調査マニュアル（案）【平成 16 年 5 月】 

・ 目視点検によるモニタリングに関する技術資料【平成 17 年 3 月】 

・ 河川堤防モニタリング技術ガイドライン（案）【平成 16 年 3 月】 

・ 名取川水系河川水辺の国勢調査全体調査計画書【平成 28 年 1 月】 

・ 河川用ゲート設備点検・整備・更新マニュアル(案) 【平成 27 年 3 月】 

・ 河川用ゲート設備点検・整備標準要領（案）【平成 28 年 3 月】 

・ 揚排水機場設備点検・整備指針（案）【平成 20 年 6 月】 

・ ダム・堰施設技術基準（案）【平成 28 年 3 月】 

・ 電気通信施設点検基準（案）【平成 28 年 11 月】 
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1．河川の概要 

1-1.流域の概要 

阿武隈川は、その源を福島県西白河郡西郷村大字鶴生の旭岳（標高 1,835m）に発し、大滝根川、

荒川、摺上川等の支川を合わせて、福島県中通り地方を北流し、阿武隈渓谷の狭窄部を経て宮城

県に入り、さらに白石川等の支川を合わせて太平洋に注ぐ、幹川流路延長 239km、流域面積

5,400km2の一級河川である。 

その流域は、福島、宮城、山形の３県にまたがり福島県主要都市である郡山市や福島市、宮城

県南部の岩沼市等の都市が上流から下流まで縦断的に存在する。 

阿武隈川流域はこれらの地域における社会・経済・文化の基盤を成すとともに、自然環境・河

川景観に優れていることから、本水系の治水・利水・環境についての意義は、きわめて大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 阿武隈川流域図 

 
阿武隈川流域における仙台河川国道事務所管理区間は、本川の他、白石川が管理区間となって

いる。本計画の対象は、阿武隈川本川と白石川の下記区間とする。 

 

表１－１ 仙台河川国道事務所の管理区間および延長 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

上　流　端 下　流　端
左　宮城県伊具郡丸森町耕野字岩92番の１地先
右　福島県伊達郡梁川町大字舟生字明神前５番の２地先

河口 53.600

左　宮城県柴田郡柴田町大字槻木朝寺入山１番の２地先
右　同町大字下名生字須川前106番地先

阿武隈川への合流点 1.000

54.600合 計

河　川　名
区　　間 延長

(km)

阿 武 隈 川 下 流

白 石 川

諸元 備考

239km 全国第6位

5,400km2 全国第11位

福島県 8市10町8村

宮城県 4市8町

山形県 1市

合計 13市18町8村

約134万人
平成27年度
国勢調査

平成30年5月時点

項目

流
域
内
諸
元

市
町
村

流路延長

流域面積

流域内
市町村人口
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1-2.流域の自然特性および社会特性 

1-2-1.地形 

南北に走る阿武隈山地と奥羽山脈との間を流れる阿武隈川。その流域の形状は、南北に長い

羽根状をなしており、各支川が東西から櫛状に本川に合流する。 

流域の西側 奧羽山脈には、旭岳、安達太良山、東吾妻山などいずれも標高 1,000m 以上の峰々

が連なり、北は名取川流域、南は久慈川流域、西は最上川流域、阿賀野川流域に接している。

一方、阿武隈川の東側は、標高 800m 級の山が連なる阿武隈山地で、太平洋に注ぐ中小河川と流

域を異にしている。 

中央を北流する阿武隈川本川の縦断勾配は、白河、郡山、福島、角田などの盆地付近では緩

やかで、盆地と盆地の間では山が迫って峡谷をなし、急勾配となっている。 

急峻な地形を呈している奥羽山脈と、それとは対照的に緩慢な地形となっている阿武隈山地、

その間を流れる阿武隈川は奥羽山脈からの流出土砂のため東側の阿武隈山地に偏った流れとな

っている。途中、郡山・本宮間狭窄部、二本松・福島間狭窄部「阿武隈峡」および福島県と宮城

県との県境付近の狭窄部「阿武隈渓谷」を貫流している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２ 阿武隈川流域地形概要図 

 

太
平
洋 

阿
武
隈
川 

霊山 

名取市 

岩沼市 

白石市 

角田市 

栗子山 

伊達市 

福島市 米沢市 

東吾妻山 

安達太良山 二本松市 

七ヶ宿ダム 

摺上川ダム

     0m～ 

    20m～ 

    50m～ 

   200m～ 

   400m～ 

   600m～ 

   800m～ 

  1000m～ 

  1500m～ 

  2000m～ 

日山 

奥 

羽 

山 

脈 

阿 

武 

隈 

山 

地 

本宮市 

阿武隈渓谷 

郡山市 

阿武隈峡 
田村市 

三春ダム 

大滝根山 

須賀川市 

基 準 地 点

流 域 界

大 臣 管 理 区 間
(ダム区間除く)

凡　例

旭岳 

三本槍岳
白河市 

岩沼（治水） 

舘矢間（利水） 

福島（治水） 

阿武隈峡 

猪苗代湖 



 3 

1-2-2.地質 

阿武隈山地側に沿うように流れる本川の東側

は、地形が比較的穏やかで花崗岩質の阿武隈山地

丘陵からなり比較的緩勾配の諸支川が本川に合

流している。西側には那須火山帯に属する奥羽山

脈が南北に走り、急峻な地形で火山噴出物からな

るため、気象の影響を受けて多くの支川が櫛状に

急峻な地形を開折し多量の土砂を流出して山麓

地帯に扇状地を形成し、洪積層、沖積層が発達し

ている。 

流域の地質状態は、阿武隈山地側はほぼ全域に

わたり花崗岩類が占めており比較的単純ではあ

るが、奧羽山脈側及び最上流部は安山岩類、中新

第３期上部層、中部層、下部層、流紋岩、花崗岩、

新期火山岩などが入乱れている複雑な地質状態

を示している。 

 
1-2-3.気候 

阿武隈川流域の気候は、全般的には温暖な太平洋型気候となっているが、阿武隈川西部の奥

羽山脈側の気候は日本海型気候の影響もあって冬期間は降雪の多い豪雪地帯である。 

阿武隈川流域の年平均気温は、最も北に位置する河口部や盆地部である福島・郡山市付近で

12℃となり、最も南に位置する白河市付近で約 10℃となる。一般的には北方の気温が低くなる

が、阿武隈川流域は盆地部を除いて南方の気温が低くなることが大きな特徴である。 

流域の年平均降水量は、奧羽山脈側では 1,500mm 程度であるが、山岳部の蔵王および吾妻山

系では 2,700mm に達することもあり、平成 10 年 8 月末豪雨においては約 6日間で 1,200mm を超

える雨も記録している。福島県中通りから阿武隈山地ではおおよそ 1,200mm 程度、宮城県南部

の平野部では約 1,100mm 程度であり、東北地方においては少ない方となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４ 阿武隈川流域 年平均降水量・平均気温(1971 年～2000 年) 

 

図１－３ 阿武隈川流域地質図 
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1-2-4.流況 

阿武隈川の主な地点における流況は下記に示すとおりである。 

3 月から 5 月にかけての融雪期は、山々からの雪解け水が流れ込み、流量が豊富な期間とな

る。4 月下旬から融雪量が減少し、流量が 5 月に少なくなる傾向があるが、毎年 6 月頃から梅

雨になり、さらに 7月から 9月にかけて台風や前線による降雨が発生するため、10 月中旬まで

は流量が豊富な期間となる。 

 

表１－２ 主要観測所地点の平均流量(S41～H28、51 ヵ年) 

 

観測所名 
集水面積 

(km2) 

豊水流量 

(m3/s) 

平水流量 

(m3/s) 

低水流量 

(m3/s) 

渇水流量 

(m3/s) 
観測期間 

舘矢間 4,132.5 125.18 82.81 63.61 45.31 S41～H28 

福島 3,171.9 87.37 57.81 42.85 29.67 S41～H28 

阿久津 1,865.2 54.14 34.67 25.69 16.74 S41～H28 

 

 

 

 

図１－５ 主要観測所地点の月別平均流量(S41～H28、51 ヵ年) 
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1-2-5.人口と産業 

阿武隈川流域の人口は、経済成長が著しかった昭和 55 年から平成 17 年まで増加を続けてい

ましたが、近年は若干の減少傾向となっています。一方、世帯数は、昭和 55 年から平成 27 年に

かけて増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１―６ 阿武隈川流域内人口の推移（国勢調査） 

 
 

 
昭和 39 年に郡山市が常磐・郡山新産業都市に指定され、全国的な経済成長と共に阿武隈川流

域の産業は大きく成長した。製造品出荷額は平成 7 年から平成 12 年にかけても増加しており、

今もなおその成長は続いている。 

産業別就業者数の構成は、都市化や工業の発展などにより第 2 次・3 次産業の割合が年々増

加しており、第１次産業が顕著な減少傾向にある。それに伴い農業産出額も減少傾向にあるが、

就業者数は著しく減少しているのに対して、農業産出額の減少規模は小さく、生産性は向上し

ていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１―８ 阿武隈川流域の製造品出荷額・農業産出額(左) 産業別就業者数の割合(右) 
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1-3 河道特性、被災履歴、樹木等の状況 

1-3-1.河道特性 

阿武隈川の河道特性として特徴的な

点は、岩河床からなる狭窄部を境に、緩

流と急流が交互する所にある。狭窄区間

は、宮城県～福島県の県境にある「阿武

隈渓谷」と「阿武隈峡」の２つが代表的

であるが、阿武隈峡の上流においても小

規模な狭窄部が存在する。これら狭窄部

では、岩露出が多く、河床勾配は急な区

間で 1/75 程度となっており、阿武隈峡

では局所的に 1/30 程度とかなりの急流

となっている箇所もある。 

各々の狭窄部の上流側は1/1,000程度

の緩勾配となっており、流れも緩やかに

なっていることから河床材料も比較的

粒径が細かい砂になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１―１０  阿武隈川における平均河床高縦断図と河道特性図 
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1-3-2.阿武隈川の洪水流出特性 

阿武隈川の洪水の特徴としては、南北に長い羽根状の流域形状に加え、洪水の流下方向と台

風の進路が一致しやすいため、台風性降雨の場合には洪水流出量が増大する傾向が挙げられる。

これまでの大規模な洪水被害の殆どは台風による降雨が原因となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１１ 阿武隈川の河道部と地形特性および台風の進路模式図 
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岩沼地点の実績流量の順位(昭和33年以降の洪水) 

・第1位 昭和61年8月洪水 台風10号 7、591m3/s 

・第2位 平成14年7月洪水 台風 6号 6、689m3/s 

・第3位 昭和57年9月洪水 台風18号 5、729m3/s 

・第4位 平成10年8月洪水 台風 4号 5、401m3/s 

平成14年7月洪水 台風６号の経路 

台風が太平洋側を北上し

た場合、北へ流下する洪水

の流れと台風の進路が重

なり、洪水流出量が増加 

本宮市 

【阿武隈渓谷】 
宮城・福島県狭窄部 
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窄
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1-3-3.洪水による被害 

阿武隈川では、近年、計画高水位を越える程の大規模な洪水が相次いで発生しており、戦後

最大の出水を記録した昭和 61 年 8 月の台風による洪水では死者 4 名、被災家屋 20,216 戸、浸

水面積 15,117ha という甚大な被害を発生した。 

その後、約 5 日間で計画高水位を 2 回も超過するほどの大雨であった平成 10 年 8 月洪水で

は、死者負傷者 20 名、被災家屋 3,659 戸、浸水面積 3,631ha に達する被害が生じ、社会及び地

域経済に大きな損害を与えた。中上流部ではこの洪水に対する改修事業を「平成の大改修」と

称し、無堤部の築堤を中心とした治水対策が実施されている。 

 

表１－３ 近年の主な洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿武隈川 

谷田川 

写真１－１ 昭和 61 年 8 月洪水の浸水状況 

郡山市谷田川合流点付近 

写真１－２ 昭和 61 年 8 月洪水の浸水状況 

食品工業団地の浸水状況(郡山市) 

出典：※1.東北に影響を及ぼした台風、※2.水害統計、※3.洪水後の調査より整理 
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1-3-4.渇水による被害 

阿武隈川流域では、主に昭和 42 年、昭和 48 年、昭和 53 年、昭和 62 年、平成 6 年、平成 9

年に渇水が発生しており、取水制限や農作物への影響、水質悪化など、生活に深刻な影響を及

ぼしている。 

 

表１－４ 阿武隈川流域における渇水被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渇水発生年 被　害　状　況

昭和42年
・亘理町の500ha、山元町の700haが水不足のため田植え不能。一部
地区では苗しろの苗が枯れはじめる。
・食器洗い、消毒不可のため学校給食をストップ。

昭和48年

・福島県内の干ばつによる農作物の被害は47億8千万円、4万ha。
・水質が悪化、蓬莱橋BOD 7.05mg/l、丸森pH 9.0を記録。
・宮城県内32工場に対し、排水量50%以上のカット命令。
・名所「乙字ヶ滝」の滝が消える（見えなくなる）。

昭和53年 ・昭和49年制度
※
制定以来初の渇水情報を出す。

・各利水者に節水を呼びかける。

昭和62年

・須賀川市の８千戸が断水。自衛隊の大型給水車16台出動。
・阿武隈川初の取水制限20%発令。
・郡山市の800haの水田で水不足、代かきできず。牧草の育ちが悪く
放牧を延期。

平成6年
・阿武隈川上流渇水情報連絡会より節水協力要請。
・福島県内の約8000ha農作物の生育不足などの影響がでる。
・支川石田川で異臭発生。

平成9年
・下流の水質が悪化、岩沼BOD 4.3mg/l、柴田町 3.5mg/l。
・上流３地点で水質環境基準を上回る。水質注意報発令。
・支川広瀬川で魚の死がい約500匹が浮く。
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1-3-5.東日本太平洋沖地震による被害 

  平成２３年３月１１日に発生した東日本太平洋沖地震により、阿武隈川下流では液状化等に

より堤防が被災、また、河口付近では河川を遡上した津波により堤防の裏法面が洗掘、崩壊す

るなど５７箇所の被災が確認された。 

 
護岸の被災状況（阿武隈川右岸 河口付近）  堤防の被災状況（阿武隈川右岸 荒浜地区） 

    
 
堤防被災状況（阿武隈川右岸 坂津田地区）  堤防の被災状況（阿武隈川右岸 枝野地区） 

    

 
震災前、震災後の阿武隈川河口部の状況 

    

写真１－３ 震災による被災状況 

 
1-3-6.河道内樹木の状況 

阿武隈川下流では、河道内樹木の繁茂により、河道の流下能力が低下している区間がみられ

るため、動植物の生息・生育環境を保全する観点等、河川環境への影響に配慮しつつ、河道内

樹木を適切に管理していく必要がある。 

    

震災前(平成22年10月2日) 震災後(平成23年3月23日) 
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写真１－４ 河道内樹木の繁茂状況 H30 年撮影（左：23k 付近 右：33k 付近） 

 

1-3-7.河床変動の状況 

砂州上植生の樹林化により土砂が堆積し、低水路が固定されることで、陸部と水部の二極化

が進行している箇所があり、護岸等の河川管理施設への影響が懸念されている。 

また、県境狭窄部を除く全区間において、河床高の低下が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１２ 陸部と水部の二極化の例【36.0k 付近（丸森町）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１３ 低水路平均河床高の経年変化 
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1-4.河川環境の状況 

1-4-1.河川の自然環境 

 
■阿武隈渓谷 (阿武隈川 37.0k～55.0k) 

中流から下流にかかる宮城・福島県境の阿武

隈渓谷は、サルパネ岩などを代表に数多くの奇

岩が点在し、壮大な渓谷景観を形成しており、

宮城県立自然公園となっている。 

また、阿武隈川舟運の歴史と阿武隈川の渓谷

美を活かした観光舟下りが行われ、観光地とし

ても名高い区間である。 

 

■下流域 (阿武隈川 0.0k～37.0k) 

仙台平野の南部を流れる下流域は、周辺に角

田市や岩沼市街地が形成され、河床勾配が緩く

川幅も広く、雄大な流れをみせる区間である。

水際にはミクリやタコノアシ、広い高水敷には

オギやヨシ等の群落が形成され、オオヨシキリ

やセッカ等の生息場となっている。また、砂礫

河床の早瀬付近は、アユやサケに産卵場として

利用されている。 

 

■河口部 

河口部の砂地にはコウボウムギ等の植物群

落が見られるほか、カモメ類の集団ねぐらやシ

ギ・チドリ類の休息地になっている。しかし、

東日本太平洋沖地震による津浪により砂地は

消滅し、今後は自然環境復元状況の経過観察が

重要となる 

 

1-4-2.河川の空間環境 

 
■阿武隈川ライン下り（丸森町） 

阿武隈川を舟運に利用した起源は古く、主に

江戸時代初期から鉄道が開通する明治中頃ま

で、主に年貢米の運搬のために盛んに行われて

いた。「阿武隈川渓谷」では数多くの奇岩が点在

し、河岸には竹林等が生い茂り、雄大な河川景

観を呈していることから、この景観を利用した

四季を通じた舟下りの観光地となっており、今

もなお『阿武隈川ライン下り』として舟運が存

在する。 

 

 

写真１－５ 雄大な流れを見せる下流域 

写真１－６ 阿武隈川河口 

写真１－７ 阿武隈川ライン舟下り 

No. 名　　称
川の通信簿

評価結果(5段階)
亘理町 1 亘理船着場 -

岩沼市 2 岩沼市河川公園 ☆☆☆

岩沼市 3 岩沼船着場 -

岩沼市 4 あぶくま公園運動場 -

柴田町 5 柴田船着場 -

角田市 6 佐倉船着場 -

角田市 7 角田船着場 -

角田市 8 阿武隈川緑地 ☆☆

角田市 9 小田川水門堤外水路 ☆☆☆

角田市 10 舘矢間船着場 -

宮
　
城
　
県

市　町　村

表１－５ 阿武隈川下流の河川利用施設 
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2．河川の維持管理上留意すべき河道特性等 

阿武隈川下流直轄管理区間における、河川の維持管理の観点から留意すべき河道特性と地域特

性は下表のとおりである。 

岩沼・角田地区では、大規模横断構造物である阿武隈大堰が存在すること、旧川跡に築かれた

堤防が多いこと、兼用堤区間が多く、降雨時の路面排水によるガリや法すべり発生のリスクが高

いことが、当該区間の特徴である。 

 

表２－１ 河川の維持管理上留意すべき特性 

区間 維持管理上、特に留意すべき特性 

・岩沼・角田地区 

（0.0k～38.2k） 

・阿武隈大堰をはじめとする多数の河川構造物を有する。 

・堤防天端が狭く、災害発生時の車輌の通行や水防活動の支

障となる区間がある。 

・旧川跡に築かれた堤防が多く、漏水リスクが高い。 

・兼用堤区間が多く、降雨時の路面排水によるガリや法すべ

り発生のリスクが高い。 

・河口部の堆砂により、施設操作に支障をきたしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 阿武隈川下流の維持管理上留意すべき特性 

都 道 府 県 界

市 町 村 界

大臣管理区間

ダ ム

基 準 地 点

凡　　　　例
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2-1.堤防天端の幅狭 

阿武隈川下流のうち角田地区では堤防天端が狭く、災害発生時の車両通行や水防活動の支障と

なる区間が多い。堤防の幅員が狭い天端については堤防腹付や車両待避所の設置等により解消を

図る必要がある。 

 

図２－２  堤防天端の幅狭 

 

 

2-2.兼用堤区間 

阿武隈川下流のうち角田地区では兼用堤区間が多く、降雨時の路面排水によるガリや法すべり

発生のリスクが高いことから、特に監視する必要がある。 

 

 

図２－３  兼用堤区間の平成 26 年 10 月 14 日（火）の被災状況 
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2-3.阿武隈大堰 

阿武隈大堰は、阿武隈川下流域の人口や資産が増大してきたことに伴い治水安全度の向上を図

る必要があること、また、河床低下により水位が著しく低下し、かんがい用水、工業用水の安定

した取水が危ぶまれることから、河道の安定と取水位の確保を目的として建設に着手し、昭和 57

年 4 月に完成した。 

阿武隈大堰は、河口部から約 10.4km に位置し、沿岸 3,300ha にかんがい用水、工業用水等供

給する重要な河川横断構造物であり、適切な管理が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４ 阿武隈大堰（河口より 10.4km 上流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿武隈大堰(S57～) 
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2-4.旧川跡に築かれた堤防 

岩沼・角田地区では、かつての流路跡に築かれた堤防が多い。このような場所では、透水性が高

く、地盤も安定しないため漏水や法崩れ被害が想定される。よって、洪水時の被害を未然に防ぐ

ために、点検・調査を充実させることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－５ 旧川跡と既往洪水における堤防の被害 

 

2-5.河口部の堆砂 

阿武隈川下流のうち河口部では、新浜水門堤外水路付近において、堆砂しやすい傾向にある。

このため、堆砂状況の定期的な把握、フラッシュ等による堆砂の除去を行う必要がある。 

 

写真２－１ 河口部の堆砂状況 

 

岩沼市 

丸森町 

角田市 

亘理町 

柴田町 

昭和61年洪水 法崩被害の状況 

昭和61年洪水 漏水被害の状況 

  ：S61.8.5 洪水による法くずれ箇所 

  ：S61.8.5 洪水による漏水箇所 

  ：その他の既往洪水による法くずれ箇所 

  ：旧川跡 
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3．河川の区間区分（ランク分け） 

3-1.阿武隈川本川 

阿武隈川本川は、有堤区間であり氾濫域に多くの人口・資産を有する岩沼・角田地区をＡ区間

とし、狭窄部である丸森地区をＢ区間として設定するものとする。但し、丸森地区のうち水防災

対策特定河川事業により輪中堤を整備している区間についてはＡ区間に設定する。 

 

3-2.支川（白石川） 

白石川の直轄管理区間は、有堤区間であり氾濫域に多くの人口・資産を有することから、Ａ区

間に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ区間：大部分の国管理河川（沖積河川であり、氾濫域に多くの人口・資産を有し、堤防に

よって背後地を守るべき区間） 

Ｂ区間：国管理河川のうち、堤防を必要としない区間や山間部、支川などの一部の区間 

 

図３－１ 河川の区間区分と監視ランク 

【岩沼・角田地区】  
(0.0～38.2k) 

Ａ区間 

【丸森地区※輪中堤区間除く】 
(38.4～50.0k) 

Ｂ区間 

【支川 白石川】  
(0.0～1.0k) 

Ａ区間 

【丸森地区※輪中堤】 
(39.8～40.6k 左岸) 

Ａ区間 
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4．維持管理目標の設定 

河道、河川敷、堤防、及びその他の河川管理施設がその本来の機能を発揮できるように、河川

管理施設の状態を的確に把握する。さらに、その状態を評価し、評価に応じた改善を行うことで、

「治水」「利水」「環境」の目的を達成するための必要なレベルを持続させていくことを目指す。 

 

 

表４－１ 維持管理の目標 

管理項目 目  標 目標達成のための手段 留意事項 

管
理
区
間
全
体 

河 川
管 理
施設 

堤 防 洪水を安全に流下させるために
必要となる堤防の断面や浸食・
浸透に対する強度、法面の植生
などの維持・持続に努める。 

・堤防除草 
・河川巡視 
・堤防点検 
・のり面補修 

・点検結果の評価 
・除草費用のコス
ト削減 

 

護 岸 洪水時の流水の作用に対して、
護岸の損壊による河岸崩壊や堤
防決壊を招かないよう、護岸の
必要な強度や基礎部の根入れの
維持・持続に努める。 

・河川巡視 
・護岸点検 
・護岸補修 

・不可視部（水
中、土砂堆積、
樹木繁茂など）
の点検 

水門、
樋門・
樋管、
堰、排
水機場 
等 

洪水時に施設が正常に機能する
ために必要となる施設やゲート
設備等の強度や機能の維持・持
続に努める。 

・水閘門操作員による
点検 

・設備の定期点検 
・長寿命化計画に基づ
く補修 

・維持修繕費の平
準化 

河道 土砂堆
積 

洪水を安全に流下させるために
必要な流下断面の維持・持続に
努める。 

・河川横断測量 
・航空写真測量 
・河道分析 
・河道掘削等 

・河道の二極化 

樹 木 洪水を安全に流下させるために
必要な流下断面の維持・持続に
努める。 

・樹木調査 
・航空写真 
・河川区域測量 
・樹木管理計画に基づ
く伐採 

・再繁茂の抑制 

自然環境 流域の自然的、社会的状況を踏
まえたうえで、河川環境の保全
を適切に行う。 

・河川水辺の国勢調査 
・水質調査 

・多自然川づくり  

河川空間利用 適正な河川の利用と安全が確保
されるように努める。 

・河川巡視 
・安全利用の合同点検 
・河川空間利用実態調
査 

・管理瑕疵 

水文観測施設 観測対象の事象（雨量、河川水

位等）を適正かつ確実に捉えら

れるように、施設の維持・持続

に努める。 

・施設の点検 ・洪水予測の精度

向上に必要な観

測施設の整備

（新技術の活用

も視野に） 

危機管理 大規模洪水発生時における、逃

げ遅れ等被害の軽減に努める。 

・住民目線のソフト対

策 

・危機管理型ハード対

策 

・減災対策協議会

を活用し、沿川

自治体や関係機

関と連携 
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5．河川の状態把握 

5-1.河川の状態把握のための基礎調査 

5-1-1.縦横断測量 

①「実施の基本的な考え方」 

河道の経年的な変化、局所洗掘箇所、河川の土砂収支等の把握を目的として、縦横断測量

を実施する。測量データは、河道計画の基礎資料として用いる他、砂利採取許可を含む河床

管理計画や、治山を含む広い意味での流域管理に役立てる。 

なお、縦断測量は各距離標高の精度確保のため、最寄りの水準点を用い、定期的に直接水

準測量を行うものとする。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

定期横断測量は、直轄管理区間内の 200m 間隔に設置した各距離標断面、及び橋梁位置（場

合によっては橋梁管理者の測量成果を利用）において原則５年で１周するように実施する。 

また、必要に応じて、流量観測作業のために水位観測所、高水流量観測所見通し線におい

ても横断測量を実施する。 

なお、大規模洪水後にも、速やかに縦横断測量を実施することとし、既往の測量成果と比

較整理することで河道の変化（洗掘・堆積）を把握する。 

 

5-1-2.平面測量（空中写真測量） 

①「実施の基本的な考え方」 

河道全体とその周辺地域の状況を平面的に把握するとともに、河川環境情報図、河川管理

基図、河川ＧＩＳ等各種情報基盤図作成のために河川の平面測量(空中写真測量)を行う。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

河川区域及び周辺を対象に原則として５年で１周するように、空中写真測量を行い、2,500

分の 1などの平面図ならびに 5,000 分の 1モザイク写真等を作成し、河道計画や河川管理に

資する。 

 

5-1-3.斜め写真撮影 

①「実施の基本的な考え方」 

河道全体とその周辺状況を立体的に把握し、

澪筋や砂州など河道の状況やセグメントなど

の河川特性を総合的に捉えるために、定期的

に空中斜め写真を撮影する。写真は写真帳と

して製本を行い広報資料としても用いる。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

直轄管理区間ならびにその周辺市街地等を

含め、効率的に全川区間を網羅し撮影する。撮

影は原則、基本毎年１回行う。 

 
5-1-4.洪水時・洪水後の空中写真撮影（洪水時の流向・流速・水あたりの把握） 

①「実施の基本的な考え方」 

洪水時の流向、流速、水衝部等の状態を把握するため、航空写真撮影(斜め・垂直)あるい

は航空ビデオ撮影を行う。 

撮影資料は、河川管理に反映させるほか、広報資料として活用する。 

 

 

写真５－１ 斜め写真（23.0k 付近） 
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②「実施の場所、頻度、時期」 

大規模洪水時において、管理区域全体に渡り実施するものとし、極力洪水ピーク時点の撮

影を行う。また、大規模洪水後には、河口砂州のフラッシュ状況を確認するために空中写真

撮影を実施し、被害状況に応じて管理区間全体の撮影も実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５－２ 洪水前後の空中写真（阿武隈川河口） 

 
5-1-5.河床材料調査 

①「実施の基本的な考え方」 

流砂形態と河床変動特性及び河道計画の基礎資料として、河床材料調査を実施するものと

する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

河川整備計画見直し時点及び、大規模洪水後において、管理区間の中でも砂礫河床区間を

対象に実施する。 

 
5-1-6.洪水痕跡調査 

①「実施の基本的な考え方」 

河道の流下能力算定と河道計画における水理諸量検討の基礎データとして、高水流量観測

とあわせて洪水痕跡調査を行い、洪水時の左右岸最高水位縦断状況を把握する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

直轄管理区間の各距離標地点等を対象に、大規模洪水後に調査を実施する。 

 
5-1-7.水位観測 

①「実施の基本的な考え方」 

河川水位データを経年的に蓄積するために水位観測を実施する。観測したデータは、河川

の流出特性把握、水文統計や河道計画等の基礎資料として活用する。 

また、水位のリアルタイムデータは、雨量データとともに適切な洪水対応、渇水対応のた

めの基本的データとなる。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間外も含め、重要な水理状況を知るために必要な地点は下記のとおりとする。 

なお、観測はテレメータ等により 10 分毎に実施する。 

 

 

洪水前 洪水後 
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表５－１－１ 水位観測所一覧表 

河川名 観測所名 位 置 

阿武隈川 荒浜 右岸0.6k+160m 

小山 右岸13.6k 

岩沼 左岸8.0k+70m 

江尻 左岸20.8k 

笠松 右岸28.0k+90m 

丸森 右岸37.2k+30m 

舘矢間  左岸38.0k 

山田 丸森町舘矢間山田 

川張 丸森町川張 

耕野 丸森町耕野 

白石川 船岡大橋 右岸4.1k 

五間堀川 新浜 岩沼市寺島川向 

志引橋  岩沼市押分 

四日市場 柴田町槻木後新田 

志賀沢川 町田 岩沼市本郷字町田 

 

表５－１－２ 簡易水位観測所一覧表 

河川名 位 置 

阿武隈川 左岸 9.8k 

右岸 9.8k 

右岸 16.8k 

左岸 18.4k 

右岸 18.6k 

左岸 24.6k 

右岸 24.6k 

右岸 25.4k 

左岸 33.6k 

右岸 33.6k 

右岸 36.6k 

※簡易水位計：出水時に、危険箇所の水位を測るためのもの 

 
5-1-8.雨量観測 

①「実施の基本的な考え方」 

流域内雨量について、出水時の降雨量把握、洪水予報ならびに洪水防御計画、渇水対策お

よび水文統計データ等を得るため管内の地上雨量観測所において観測する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

阿武隈川流域全体において、概ね 50km2以上に１箇所程度の観測所を配置するものとする。 

なお、観測はテレメータ等により 10 分毎に実施する。 
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表５－２ 雨量観測実施箇所 

水系名 観測所名 位 置 

阿武隈川 大内 丸森町大内字黒佐野 

 遠刈田 蔵王町遠刈田温泉七日原 

角田 角田市角田字大坊 

岩沼 岩沼市舘下１丁目 

越河 白石市斎川字荒町 

金津 角田市尾山字荒町 

志賀 岩沼市志賀字新大日 

余目 柴田町大字入間田字深町 

 

5-1-9.流量観測 

①「実施の基本的な考え方」 

水位流量変換式（Ｈ－Ｑ式）作成を行う必要があることから、水位観測所付近において流

量観測を行う。流量観測は、流速計を用いる低水流量観測と浮子などを用いる高水流量観測

を実施しＨ－Ｑ式を求める。水位観測データは、Ｈ－Ｑ式に代入しリアルタイム流量データ

の把握に資するほか、流量状況の把握に活用する。 

なお、画像処理型流速測定方法を用いた流量観測方法についても、今後検討する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

高水流量観測は、洪水時に実施する。 

低水流量観測は、月２回を基本とする。 

 

表５－３－１ 高水流量観測実施箇所 

河川名 観測所名 位 置 

阿武隈川 岩沼 阿武隈橋下流付近 

江尻 東根橋下流付近 

丸森 丸森橋下流付近 

白石川 船岡大橋 柴田大橋下流付近 

 

表５－３－２ 低水流量観測実施箇所 

河川名 観測所名 観測回数 

阿武隈川 

 

舘矢間水位観測所（丸森） ２２ 

江尻水位観測所 ２２ 

阿武隈大堰（岩沼） ２２ 

白石川 船岡大橋 ２２ 

 

5-1-10.水質観測 

①「実施の基本的な考え方」 

水質観測は河川水の適正な管理を行うため水中の科学的、生物化学的及び細菌学的性状に

ついて調査を実施するものである。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てにおいて、採水箇所において水質分析を実施し、支川合流や重要な利水施設

の状況により水質分析を実施するものとする。 

なお、観測は月 1回を基本とする。 
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表５－４ 水質観測実施箇所 

水系名 観測所名 位置 

阿武隈川 丸森 丸森町字船場地内 

岩沼 岩沼市阿武隈1丁目 

阿武隈川河口 亘理町荒浜 
 

 

5-2.河川管理施設の状態把握 

5-2-1.堤防の巡視・点検 

①「実施の基本的な考え方」 

堤防の形状変化（亀裂、穴、法崩れ、張芝の損傷等）等堤防の弱点を把握して、次の洪水

に備えるために実施するものである。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

１）河川巡視（平常時） 

管理区間内有堤部の全区間において、通常巡視としてＡ区間で週２回実施する。 

２）河川巡視（出水時） 

はん濫注意水位に達するおそれがあり、さらに上昇することが予想される場合に管

理区間内有堤部の全区間において実施する。 

３）堤防等河川管理施設及び河道の点検 

 ・点検の対象は、堤防等河川管理施設及び河道の点検要領に基づくものとする。 

・実施頻度、時期は、出水期前、出水期後の年２回とし、既往最大を更新または計画

高水位を超える出水があった場合は必ず点検を実施する。 

③「点検方法」 

１）堤防目視モニタリング調査 

・点検方法は、堤防等河川管理施設及び河道の点検要領に基づくものとする。 

・出水期前点検は、有堤部の全区間について目視点検を実施する。点検結果は河

川維持管理データベースシステム（RiMaDIS）に記録し保存する。なお、出水

期前の点検結果及び評価結果については、図５－１河川管理施設点検評価サイ

クル（案）のとおり次年度に公表を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１河川管理施設点検評価サイクル（案） 

 

・出水時の調査は、有堤部の全区間において堤防天端、裏法面、堤脚水路、堤内地に
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至るまでの区域に変状が生じていないか確認する。特に漏水や表法面の直接侵食に

十分注意して監視する。 

・出水直後の調査は、水位が低下後に、洪水期前の調査で確認された要注意箇所、重

要水防箇所などを中心に目視により点検を実施する。 

・出水期後の調査は、洪水期前の調査で確認された要注意箇所を中心に、徒歩により、

目視点検を実施する。 

２）地震時の点検 

  地震時は、以下により点検を行う。 

(1)震度５弱以上の地震が発生した場合、地震発生後直ちに１次点検及び２次点検を

実施する。 

(2)震度４の地震が発生した場合において、以下のいずれかに該当する場合には１次

点検を実施するものとし、重大な被害が確認された場合には２次点検を行うもの

とする。 

 イ）出水により水防団待機水位を超えて、はん濫注意水位に達するおそれがある場

合 

 ロ）直前に発生した地震または出水、もしくはその他原因により既に河川管理施設

または許可工作物が被災しており、新たな被害の発生が懸念される場合 

 ハ）事務所長が点検を必要と判断した場合 

(3) (1)、(2)のほか震度４の地震が発生した場合には、地震発生の当日または翌日

（翌日が閉庁日の場合は次開庁日）の平常時河川巡視等により河川管理施設等の

異常、変化等の把握を重点的に行い、重大な被害が確認された場合には２次点検

を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-2.護岸等の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

堤防目視モニタリング調査で確認ができない箇所については、カヌー等を利用して河川内

から点検を実施する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

実施の場所：河川の状況に応じて、毎年、地点を決めて実施する。 

回   数：年１回、出水期後に実施する。 

 

5-2-3.親水施設等の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

河川利用者が特に多い時期を考慮して、「河川における安全利用及び水面利用の安全点検

に関する実施要領（案）」に基づき実施する。 

なお、許可工作物及び占用区域が対象区域と隣接している場合において、当該許可工作物

小規模法崩

写真５－３ 堤防天端のポットホール 写真５－４ 法崩れの状況 
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管理者及び占用者と一体的に点検を実施する必要がある場合には、あらかじめ他の管理者と

調整し、共同で点検を実施する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

実施の場所：河川の利用状況に応じて、毎年、地点を決めて実施する。 

回   数：ゴールデンウィーク前と夏休み前の２回実施する。 

 

5-2-4.堤防断面調査 

①「実施の基本的な考え方」 

河川堤防の築造時期が不明なものや災害混乱時に河床材等による施工が実施されている

場合において、堤体材料が不良なため漏水や破堤につながることが懸念される。このため、

堤防開削等により工事が実施される場合はあわせて堤防断面調査を実施し、堤体材料の把握

を行うものである。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間内有堤部の全区間において、工事実施にあわせて調査する。 

 

5-2-5.設備を伴う河川管理施設の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

1)コンクリート構造部について 

河川管理施設のコンクリート構造部については、コンクリート標準示方書により、適切に

点検、管理を行うこととする。 

 2)機械設備について 

堰、水門・樋門、排水機場等の機械設備の点検については河川用ゲート・ポンプ設備の点

検・整備等に関するマニュアル等により、設備の信頼性確保、機能保全を目的として、定期

点検、運転時点検、臨時点検について実施する。 

3)電気通信施設について 

電気通信施設については、電気通信施設点検基準（案）により、以下の事項に留意して点

検することとする。 

・設備・機器の外観、損傷、異常音、異臭、発熱、発煙等の有無及び電気・制御室内の状況 

・表示ランプの表示状態 

・計測器等の指示値が正常値内であること 

ゲートの運転・操作時においては、CCTV、その他の監視機器並びに遠方操作盤・監視盤等

により適切に状態把握を行うほか、機側の電気通信施設について状況を確認する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

1)コンクリート構造部について 

５年１回実施することを基本とする。なお、洪水及び地震が発生した際は、臨時に点検す

るものとする。 

 2)機械設備について 

イ）定期点検 

・ゲート設備 

定期点検は、一般に機器の整備状況、作動確認、偶発的な損傷の発見のため、出水期

には毎月 1 回管理運転を含む月点検を行い、非出水時には 2～3 ヶ月に 1 回実施し、年

1 回詳細な年点検を行って記録作成を行うこととする。なお、法令に係る点検も含めて

行うこととする。 

・ポンプ設備 

定期点検は、設備の損傷ないし異常の発見、機能良否等の確認のために出水期には月
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1 回、非出水期には 2～3 ヶ月に 1 回実施し、年 1 回詳細な年点検を行って記録作成を

行うこととする。なお、法令に係る点検も含めて行うこととする。 

定期点検は原則として管理運転点検とし、設備の運転機能の確認、運転を通じたシス

テム全体の故障発見、機能維持を目的とすることを基本とする。管理運転ができない場

合には、目視点検として設備条件に適合した内容で実施する。 

年点検は、設備を構成する装置、機器の健全度の把握、システム全体の機能確認、劣

化・損傷等の発見を目的として、設備の稼働形態に応じて適切な時期に実施する。 

ロ）運転時点検 

運転時点検は、設備の実稼働時において始動条件、運転中の状態把握、次回の運転に支

障がないことの確認や異常の徴候の早期発見を目的として、目視、指触、聴覚等による点

検を運転操作毎に実施する。 

ハ）臨時点検 

出水、地震、落雷、火災、暴風等が発生した場合に設備への外的要因による異常、損傷

の有無の確認を目的とし、必要に応じて点検を実施する。 

ニ）点検結果の評価 

維持管理を効率的・効果的に実施するため、点検結果を評価するに当たって、当該設備

の社会的な影響度、機器・装置の診断等に基づく健全度等の整理を行うこととする。具体

的な評価方法・手順等については関連するマニュアル等による。また、ゲート設備、ポン

プ設備等の塗装については、機械工事塗装要領（案）・同解説による。 

3)電気通信施設について 

電気通信施設については、電気通信施設点検基準（案）により、実施する。 

 

 

表５－６ 阿武隈川下流 排水樋門・水門等一覧表 

番号 施設名 本川名 支川名 
設置 

年度 
位置(距離標) 形状寸法 

ゲート 

種類 
備考 

1 新浜水門 阿武隈川 貞山堀 
H29 

(H28) 

岩沼市寺島 

L0.4+67 
B15.00×H6.00 1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

2 
押 分 排 水 樋

管 
阿武隈川 五間堀 

H11 

(H10) 

岩沼市押分 

L7.0+740 

B 6.45×H 3.50×L 64.20 

2 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

3 押分水門 阿武隈川 五間堀 
H10 

(H10) 

岩沼市押分 

L7.0+810 
B23.75×H 8.84   2 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

4 阿武隈大堰 阿武隈川 阿武隈川 
S57 

(S56) 

L 岩沼市南長谷 

R 亘理町逢隈 

LR 10.2+45 

B 43.0×H 3.8  10 門 

シ ェ ル ロ

ーラーゲ

ート 

 

5 
前 田 排 水 樋

管 
阿武隈川 前田堀 

S31 

(H6) 

柴田町下名生 

L16.2+131 

B 0.90×H 1.20×L 29.45

1 門 

スライドゲ

ート 
 

6 
五 間 掘 排 水

樋管 
阿武隈川 五間堀 

H9 

(H8) 

柴田町下名生 

L16.6+192 

B 3.50×H 2.25×L 45.70

2 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

7 
鳩 原 排 水 樋

管 
阿武隈川 

鳩原排水

路 

H11 

(H11) 

角田市鳩原 

R14.2+70 

B 4.90×H 2.50×L 42.50

2 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

8 
新 堀 排 水 樋

管 
阿武隈川 白鳥堀 

S31 

(H13) 

角田市小坂 

L16.8+164 

B 1.20×H 1.50×L 72.00

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

9 
東 小 坂 排 水

樋管 
阿武隈川 

東小坂排

水路 

H14 

(H14) 

角田市小坂 

R17.2+200 
φ 2.40m×L 46.5m 2 門

浮力式ゲ

ート 
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番号 施設名 本川名 支川名 
設置 

年度 
位置(距離標) 形状寸法 

ゲート 

種類 
備考 

10 
西 小 坂 排 水

樋管 
阿武隈川 

西小坂排

水路 

S33 

(S52) 

角田市小坂 

L17.8+109 

φ 0.50m×L 37.00m 1

門 

スライドゲ

ート 
 

11 
滝ノ沢排水樋

管 
阿武隈川 

滝ノ沢排

水路 

H13 

(H12) 

角田市滝沢 

R17.8+134 

B 2.20×H 2.20×L 11.20

1 門 

浮力式ゲ

ート 
 

12 
瓢 石 排 水 樋

管 
阿武隈川 

瓢石排水

路 

T14 

(H6) 

角田市小坂 

L18.0+73 

B 1.00×H 1.00×L 29.35

1 門 

スライドゲ

ート 
 

13 
平 貫 排 水 樋

門 
阿武隈川 沢入川 

H14 

(H14) 

角田市平貫 

R18.2+121 

B 3.80×H 1.80×L 50.60

2 門 

引上横転

式ゲート 
 

14 
松 の 口 排 水

樋管 
阿武隈川 土瓜堀 

T14 

(H11) 

角田市小坂 

L18.2+213 

B 0.80×H 0.90×L 32.60

1 門 

スライドゲ

ート 
 

15 
中 の 町 排 水

樋管 
阿武隈川 橘堀 

S34 

(H7) 

角田市坂津田 

R20.0+320 

B 0.90×H 0.90×L 32.20

1 門 

スライドゲ

ート 
 

16 
上 台 排 水 樋

管 
阿武隈川 千海田堀 

S57 

(S58) 

角田市坂津田 

R20.2+119 

B 3.00×H 3.00×L 30.95

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

17 
八 反 田 排 水

樋管 
阿武隈川 銀杏堀 

M13 

(H25) 

角田市坂津田 

R22.6+90 

B 1.0×H 1.0×L 17.90 1

門 

フ ラ ッ プ

式 
 

18 坂津田樋門 阿武隈川 庄司堀 
S44 

(S45) 

角田市坂津田八反田 

R22.8+42 

B 6.50×H 6.36×L 11.00

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

19 
佐 倉 排 水 樋

管 
阿武隈川 中島川 

H6 

(H6) 

角田市佐倉字梶賀 

R24.6+4 

B 3.65×H 1.90×L 55.50

3 門（川裏 1 門含む） 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

20 青木水門 阿武隈川 半田川 
S47 

(S46) 

角田市藤尾 

R26.2+54 

B10.00×H8.38×L 10.30

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

21 大坊水門 阿武隈川 新桜井川 
S47 

(S47) 

角田市枝野 

R27.2+79 

B11.00×H7.90×L 16.70

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

22 
裏 町 排 水 樋

管 
阿武隈川 

裏町排水

路 

S62 

(H6) 

角田市角田 

L27.4+159 

B 2.00×H 2.00×L 97.65

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

23 小田川水門 阿武隈川 小田川 
H8 

(H7) 

角田市角田 

L28.0+144 

B22.00×H7.00×L 13.30

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

24 
堀 切 排 水 樋

管 
阿武隈川 

松掛排水

路 

H6 

(H5) 

丸森町舘矢間木沼 

L29.4+87 

B 5.50×H 2.75×L 56.46

2 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

25 
木 沼 排 水 管

渠 
阿武隈川 

木沼排水

路 

S38 

(S51) 

丸森町舘矢間木沼 

L30.0+60 

φ 0.60m×L 29.30m 1

門 

スライドゲ

ート 
 

26 
沼 尻 排 水 樋

管 
阿武隈川 横堀 

S35 

(H10) 

角田市枝野字沼尻 

R29.8+154 

B 2.40×H 2.70×L 36.80

2 門 

スライドゲ

ート 
 

27 
舘 矢 間 排 水

樋管 
阿武隈川 

道斉排水

路 

S26 

(H9) 

丸森町舘矢間木沼 

L30.4+67 

B 2.00×H 2.00×L 37.30

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

28 
堂 畑 排 水 樋

管 
阿武隈川 新堀 

S32 

(S31) 

丸森町小斉 

R32.8+98 

B 2.70×H 2.70×L 32.70

2 門 

B1.50×H 1.60×L 32.20

1 門 

スライドゲ

ート 
 

29 
前 並 排 水 樋

管 
阿武隈川 山口堀 

S31 

(H7) 

丸森町小斉 

R33.0+203 

B 1.30×H 1.30×L 37.14

1 門 

スライドゲ

ート 
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番号 施設名 本川名 支川名 
設置 

年度 
位置(距離標) 形状寸法 

ゲート 

種類 
備考 

30 
金 山 台 町 排

水樋門 
阿武隈川 

金山排水

路 

H30 

(H29) 

丸森町字金山 

R34.2+37 

B 1.00×H 1.00×L 32.9

1 門 

フ ラ ッ プ

ゲート 
 

31 
金 山 排 水 樋

管 
阿武隈川 

金山排水

路 

H2 

(H2) 

丸森町字金山 

R34.6+129 

B 2.50×H 2.50×L 44.00

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

32 
丸 舘 排 水 樋

管 
阿武隈川 

丸舘排水

路 

H11 

(H10) 

丸森町字船場 

R36.6-35 

φ 2.00m×L 42.75m 

1 門 

浮力式ゲ

ート 
 

33 丸森第１陸閘 阿武隈川 阿武隈川 
S36 

(H11) 

丸森町字船場 

R 36.8+196 
B 3.00×H 1.43  1 門 

横開式ゲ

ート 
 

34 
船場第 1 排水

管渠 
阿武隈川 排水路 

S30 

(H21) 

丸森町字船場 

R37.0+17 
φ0.45m×L11.00m 1 門 

フ ラ ッ プ

ゲート 
 

35 
船場第 2 排水

管渠 
阿武隈川 排水路 

S30 

(H21) 

丸森町字船場 

R37.0+61 
φ 0.45m   1 門 

フ ラ ッ プ

ゲート 
 

36 
小 原 瀬 排 水

樋管 
阿武隈川 

小原瀬排

水路 

S36 

(H7) 

丸森町舘矢間小原瀬 

L37.8+135 

B 2.00×H 2.00×L 35.00

1 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

37 
船 場 排 水 樋

管 
阿武隈川 排水路 

S31 

(H21) 

丸森町字船場 

R37.0+113 

B 1.15×H 1.15×L 12.00

1 門 

フ ラ ッ プ

ゲート 
 

38 
山 田 第 一 管

渠 
阿武隈川 排水路 S35 

丸森町山田 

R37.6＋200 
φ 0.15×L 26.00  1 門 

川裏側の

バルブ有 
 

39 
山 田 第 二 管

渠 
阿武隈川 排水路 

S35 

(H2) 

丸森町山田 

R35.0+159 
φ 0.5×L 15.10 1 門 

フ ラ ッ プ

ゲート 
 

40 
山 田 排 水 樋

門 
阿武隈川 排水路 

H17 

(H17) 

丸森町山田 

R40.0+10 

B 2.50×H 2.75×L 49.50 

1 門 

引上横転

式ゲート 
 

41 
三 名 生 排 水

樋管 
白石川 三名生堀 

H7 

(H7) 

柴田町下名生 

白石川 R0.0+157 

B 2.00×H 1.75×L 43.35

3 門 

ロ ー ラ ー

ゲート 
 

42 
深 川 排 水 樋

管 
白石川 志賀川 

S55 

(H54) 

柴田町下名生 

白石川 R0.6+85 

B 1.50×H 1.50×L 40.10

1 門 

スライドゲ

ート 
 

43 
神 明 排 水 樋

管 
白石川 

神明排水

路 

M8 

(S58) 

柴田町下名生 

白石川 R0.5+165 

B 1.10×H 1.35×L 25.12

1 門 

スライドゲ

ート 
 

44 
押 分 排 水 機

場 
阿武隈川 五間堀川 

H10 

(H11) 

岩沼市押分 

L7.0+740 

B6.45×H3.5×L64.2 

2 門 20.0m3/s 2 基 
－  

45 

中島川 

救 急 内 水 排

水施設 

阿武隈川 
中島排水

路 

H8 

(H8) 

角田市佐倉字梶尾 

L24.6+35 

B3.65×H1.9×L55.5 

2 門 1.0m3/s 6 基 
－  

  ※設置年度の（）書きは、機械設備の設置完成年度又は改修完成年度 

 
5-2-6.横断構造物（阿武隈大堰）の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

阿武隈大堰は汽水域に位置し、常に海水にさらされているため、ゲート劣化の進行が早い

ため、定期的な点検により状態把握を行う。また、護床工に経年的な沈下がみられるため、

定期的に横断測量を行って状態把握を行う。 

土木施設については点検を行い、評価基準（案）で点検結果の評価を行うものとする。 

なお、評価基準（案）については、点検結果から変状等の分析要因の整理を行い阿武隈大

堰の変状状況に適した堰の評価基準（案）を作成するものとする。 
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このほか阿武隈大堰の治水・利水機能を発揮するため、機械設備や電気通信設備等につい

ても定期的な点検を行って状態把握を行う。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

イ、ゲート設備 

日々の点検は、阿武隈大堰記録点検表に基づき実施する。 

ゲート設備等の月点検は２ヶ月に１回とする(常用管理施設ではあるが、ダム管理設備(月

点検)と樋門樋管(年点検)の中間的位置づけによる。)。 

また、年点検は１０月以降の非洪水期とする。 

ロ、電気通信設備 

電気通信設備の点検については設備の実態や環境条件にふまえて実施するものとする。 

ハ、土木施設（護床工を含む） 

   土木施設の点検は、施設の実態や環境条件にふまえて実施するものとする。 

なお、護床工については、縦横断測量を実施し、既往の測量成果と比較整理することに

より、沈下傾向を把握する。 

 ニ、水位計 

   阿武隈大堰の操作等施設管理に使用する水位計について、定期的に点検を実施する。 

 

5-2-7.水文観測施設の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

水文観測施設は、洪水時及び渇水時における雨量、水位データを把握するために設置され

た施設であり、その必要性から機能を万全に果たす必要があるため、平常時に適正な保守点

検が必要である。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

阿武隈川流域内に設置している水文観測施設について点検を実施する。 

水位観測所：点検は、原則毎月に１回とし、機器の更新については点検内容により対応す

る 

雨量観測所：点検は、原則２ヶ月に１回とし、機器の更新は雨量升を５年に１回検     

定し、１０年に１回更新とする。 

 
5-2-8.岩沼地区浸水センサーの点検 

①「実施の基本的な考え方」 

岩沼地区浸水センサーは、岩沼市市街地における内水氾濫に伴ったリアルタイムの浸水状

況を把握するために設置された施設であり、その必要性から機能を万全に果たす必要がある

ため、平常時に適正な保守点検が必要である。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

岩沼市市街地等に設置してある下記の観測施設について点検を実施する。 

岩沼地区浸水センサー：点検は、年に２回（出水期前、出水後）とし、機器の更新につい

ては点検内容により対応する。 

 

 

 

 

 

 

 



 30 

表５－５ 岩沼地区浸水センサー設置箇所 

 

5-2-9.許可工作物の点検 

①「実施の基本的な考え方」 

許可工作物の適正な維持管理と使用（利用）状況について、河川管理上の支障が生じない

ようにするために、出水期前・洪水時・地震時の点検を実施する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間内全ての許可工作物を対象とし、堤防の巡視と併せて実施する。なお、定期点検

は毎年出水期前に管理者立ち会いのもと実施する。 

③ 「許可条件書に掛かる施設等被災時の報告義務の明確化」 

 許可条件書に基づき、許可工作物管理者に洪水その他の原因により施設等に異常かつ重大

な状態が発生したときは速やかに報告させるものとする。また、施設等が損傷したときは更

なる損傷の防止に努めさせるものとする。  

 

5-3.河道の状態把握 

5-3-1.河道内樹木調査 

①「実施の基本的な考え方」 

河道内の樹木は流下能力に及ぼす影響が大

きいことから、樹木群の繁茂状況を定期的に

調査し樹林化の抑制や河川環境保全への評価

などに資する。 

樹木の成長実態を勘案し、樹木群の繁茂状

況(高さ、密度、樹種、動物の生息状況等)の調

査を行う。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全体の河道内において、原則、５年

に一回、調査を行い平面図に形状を記録する。 

 

 

観測所番号 所在地 観測所番号 所在地 

1 岩沼市相の原二丁目 15 岩沼市桑原一丁目 

2 岩沼市相の原二丁目 16 岩沼市桑原一丁目 

3 名取市堀内 17 岩沼市藤浪一丁目 

4 名取市堀内 18 岩沼市西六角 

5 岩沼市中央二丁目 19 岩沼市桑原三丁目 

6 岩沼市桜四丁目 20 岩沼市吹上一丁目 

7 岩沼市桜五丁目 21 岩沼市南長谷 

8 岩沼市里の杜一丁目 22 岩沼市相の原三丁目 

9 岩沼市二木二丁目 23 岩沼市舘下一丁目 

10 岩沼市大手町 24 岩沼市北長谷 

11 岩沼市桜二丁目 25 岩沼市押分 

12 岩沼市本町 26 岩沼市早股 

13 岩沼市藤浪一丁目 27 岩沼市押分 

14 岩沼市里の杜二丁目 28 岩沼市堀内 

適切な管理を実施しなかった場合 

適切な管理を実施 

幼木の成長 

樹林地の拡大 

樹林地の密生化 

・樹林地は拡大・密生化し、洪水時の水位上昇を引き起こす 

・樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化 

・河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を 

 実施し、治水・環境面の機能を適正に維持 

樹林地拡大前に伐採 河畔林の環境面の機能の保全に 

配慮しつつ必要に応じて伐採 

図５－２ 樹木管理イメージ 
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5-3-2.河道特性調査 

①「実施の基本的な考え方」 

現況河道状況の把握と将来の河道計画の基礎資料として河道特性の分析を行う。主な整理

検討内容は以下のとおりとする。 

河道及び流域の概要  ：流域の地形・地質や河道の変遷、流域の土砂利用、河川利用等 

水文資料       ：降雨特性、洪水特性、流出特性等 

洪水の作用      ：河床材料、低水路・高水敷幅、河床勾配、洪水時の河道特性、 

            セグメント区分等 

高水敷の特性     ：高水敷の平面形、高水敷の植生等 

河道の平面形     ：低水路の平面形と砂州及びみお筋、河岸浸食状態等 

流砂形態と河床変動形態：土砂収支、河床変化の傾向等 

そ の 他      ：水質や水性動植物の状態等 

②「実施の場所、頻度、時期」 

河川整備計画見直し時点あるいは大規模洪水後において、随時、検討を行っていく。 

 
5-3-3.現況流下能力の評価 

①「実施の基本的な考え方」 

河道の疎通能力を確保するための対策の必要性、及び対策必要規模を把握するために、河

道の縦横断測量、河道内樹木調査等の結果を用い、河道の流下能力を評価する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てについて、縦横断測量・河道内樹木調査実施後、及び河道の粗度係数の見直

しを行った際（洪水痕跡調査実施後）に実施する。 

 

5-4.自然環境の状態把握 

5-4-1.水辺の国勢調査 

①「実施の基本的な考え方」 

「阿武隈川水系河川水辺の国勢調査全体調

査計画書(平成 28年 1月)」に基づき実施する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てにおいて「阿武隈川水系河川

水辺の国勢調査全体調査計画書(平成 28 年 1

月)」に基づき５年に１回実施する。 

 

5-4-2.河川環境情報図の作成 

①「実施の基本的な考え方」 

「阿武隈川水系河川水辺の国勢調査全体調査計画書(平成28年1月)」に基づき実施する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

「阿武隈川水系河川水辺の国勢調査全体調査計画書(平成 28 年 1 月)」に基づき５年に１

回実施する。 

 

5-5.河川空間の状態把握 

5-5-1.河川巡視・点検（不法占用・不法工作物・不法盛土・不法掘削・廃棄物投棄・不法係留・

流況の監視） 

①「実施の基本的な考え方」 

不法占用・不法工作物・不法盛土・不法掘削・廃棄物投棄・不法係留等の不法行為が起こ

写真５－５ 水辺の国勢調査実施状況 



 32 

らないように、平常時の河川巡視を行うと共に、関係機関との連携を行い、その発生の防止

に努めるものとする。また、渇水等により流況に著しい変化がある場合は、定点観測等を行

うものとする。 

なお、河川巡視の対象は、流水の占用関係（取水施設等の状況）、土地の占用関係（占用

状況）、河川の産出物の採取に関する状況（採取位置等、土砂等の仮置き状況、汚濁水の排

出の有無）とする。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てにおいて、一般巡視としてＡ区間は週２回、Ｂ区間は週１回実施する。 

なお、一般巡視に加えて目的別巡視も実施する。 

  

 

 
5-5-2.河川空間利用実態調査 

①「実施の基本的な考え方」 

河川事業、河川管理を円滑に推進させるため、河川利用状況を把握するものとする。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てにおいて５年に１回実施する。 

 

5-5-3.川の通信簿 

①「実施の基本的な考え方」 

平成 15 年度「川の通信簿」実施マニュアル（案）」に基づき実施する。河川空間を親しみ

やすさの観点から評価するものとする。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

実施の場所については、表５－７に示す箇所において、５年に１回実施するものとし、調

査時期については、多くの人が川を利用する、７月から８月のうち１日に実施する。 

 

表５－７ 調査実施場所 

河川名 左右岸の別 距離 河川空間名 

阿武隈川下流 左岸 7.2～7.6 km 岩沼市河川公園 

右岸 25.6～26.2 km 角田市阿武隈川緑地 

左岸 27.4～28.2 km 小田川水門堤外水路 

 
5-5-4.CCTV カメラによる河川空間監視 

①「実施の基本的な考え方」 

CCTV カメラによる河川空間監視について、CCTV カメラを活用して表５－８に示す監視を

実施する。 

写真５－６ 自動車の不法投棄 写真５－７ 古タイヤの不法投棄 
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表５－８ CCTV カメラによる河川空間監視の内容 

 監視内容 

平常時 

河川利用状況 占用施設・水辺利用・不法投棄・不法採取・不法係留等 

河川環境 植生や鳥類等の生息・生育 

工事・作業 河川区域内で行われる工事や作業 

その他 水位観測所・水位流量観測所・河川流況等 

緊急時 河道の状況・被害状況・その他（防災船着場等） 

 

②「実施の場所、頻度、時期」 

表５－９に示す CCTV カメラ設置箇所において、必要に応じて実施するものとする。 

 

表５－９ 阿武隈川水系 CCTV カメラ一覧表 

No. 
台帳 

番号 
カメラ名称 河川名、位置 距離標 設置年月 

1 31 阿武隈川河口右岸 阿武隈川右岸 0.0 k H25.11 

2 51 阿武隈川河口左岸 阿武隈川左岸 0.0 k H31.3 

3 52 新浜水門 阿武隈川左岸 

0.4 k 

H29.3 

4 53 新浜水門 内水側 阿武隈川左岸 H29.3 

5 54 新浜水門 外水側 阿武隈川左岸 H29.3 

6 37 亘理大橋右岸上流 阿武隈川右岸 1.6 k H25.11 

7 36 亘理大橋左岸上流 阿武隈川左岸 1.6 k H16.3 

8 38 寺島 阿武隈川左岸 4.6 k H16.3 

9 39 東部道路上流 阿武隈川左岸 7.0 k H16.3 

10 45 押分 沈砂池・越流堤 阿武隈川左岸 

7.6 k 

H12.3 

11 46 押分 場内 阿武隈川左岸 H12.3 

12 47 押分 除塵機 阿武隈川左岸 H12.3 

13 48 押分 排水樋門下流 阿武隈川左岸 H12.3 

14 49 押分水門 上流右岸 阿武隈川左岸 H12.3 

15 50 押分水門 下流左岸 阿武隈川左岸 H12.3 

16 30 押分排水機場水門 阿武隈川左岸 H25.3 

17 32 阿武隈橋左岸下流 阿武隈川左岸 8.1 k H12.3 

18 26 阿武隈大堰左岸上流 阿武隈川左岸 10.0 k H13.3 

19 27 阿武隈大堰左岸下流 阿武隈川左岸 10.0 k H13.3 

20 28 阿武隈大堰右岸上流 阿武隈川右岸 10.0 k H13.3 

21 29 阿武隈大堰右岸下流 阿武隈川右岸 10.0 k H13.3 

22 40 阿武隈大堰 6号堰柱 阿武隈大堰 10.0 k H25.3 

23 41 阿武隈大堰鉄塔 阿武隈川右岸 10.1 k H16.3 

24 42 四日市場樋管 阿武隈川左岸 12.7 k H16.3 

25 43 白石川合流部 阿武隈川右岸 14.9 k H16.3 

26 9 小坂 阿武隈川右岸 17.6 k H26.3 

27 10 西小坂 阿武隈川左岸 18.0 k H13.3 

28 11 平貫 阿武隈川右岸 19.3 k H26.3 

29 12 江尻水位観測所 阿武隈川左岸 20.8 k H26.3 
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No. 
台帳 

番号 
カメラ名称 河川名、位置 距離標 設置年月 

30 13 東根橋左岸上流 阿武隈川左岸 21.1 k H13.3 

31 4 佐倉下流 阿武隈川左岸 23.0 k H20.3 

32 5 佐倉排水樋管 

阿武隈川左岸 24.6 k 

H11.3 

33 6 佐倉排水樋管堤内 H11.3 

34 7 佐倉排水樋管場外 H11.3 

35 8 角田出張所鉄塔 阿武隈川左岸 25.2 k H12.3 

36 44 角田橋左岸上流 阿武隈川左岸 26.7 k H16.3 

37 14 大坊水門 阿武隈川右岸 27.3 k H26.3 

38 1 小田川水門 

阿武隈川左岸 28.1 k 

H11.3 

39 2 小田川水門堤内 H11.3 

40 3 小田川水門堤外 H11.3 

41 15 笠松水位観測所 阿武隈川右岸 28.1 k H26.3 

42 55 沼尻排水樋管 阿武隈川右岸 30.0k H29.9 

43 16 前原 阿武隈川右岸 31.7 k H26.3 

44 18 舘山下流(舘矢間) 阿武隈川左岸 32.4 k H20.3 

45 17 小斉  阿武隈川右岸 33.4 k H20.3 

46 19 館山上流 阿武隈川左岸 36.6 k H13.3 

47 20 丸森橋右岸上流 阿武隈川右岸 37.2 k H26.3 

48 21 舘矢間排水機場 阿武隈川左岸 38.3 k H26.3 

49 22 山田水位観測所 阿武隈川左岸 39.8 k H13.3 

50 23 川張 阿武隈川左岸 44.9 k H13.3 

51 24 耕野水位観測所 阿武隈川左岸 48.6 k H13.3 

52 25 押分排水機場分派水門 五間堀川左岸 7.6 k H12.3 

53 33 岩沼出張所鉄塔 阿武隈川左岸 - H14.3 

54 34 深川排水樋管 白石川右岸 0.7 k H13.3 

55 35 船岡大橋水位観測所 白石川右岸 4.1 k H26.3 

 

 

③「CCTV カメラ台帳等の管理」 

CCTV カメラの設置（新設・更新）及び撤去を行った際には、以下の事項に関する台帳等を

作成又は修正し管理するものとする。 

■ 台帳等の作成事項 

・設置場所（施設名・キロ標・地先名） 

・用途・監視対象・監視項目・監視内容 

・既設の河川管理用カメラの設置年度 

・計画に関する事項（新設、既設カメラについては更新及び再配置の別） 

・その他必要な事項 
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6．河川カルテ等 

6-1.河川カルテの作成 

①「実施の基本的な考え方」 

   点検や巡視によって得た河川の変状、河川管理施設の損傷等のデータについては、状態変

化の履歴が確認できるように、河川維持管理データベースシステム（RiMaDIS）の河川カル

テに記録し保存する。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

   阿武隈川下流の河川管理施設を対象に作成する。 

 

6-2.河川管理基図の作成 

①「実施の基本的な考え方」 

許認可等適正な河川管理を行うに当たっての基本となる河道の将来計画等の形状を示し

た河川管理基図を河川整備基本方針及び河川整備計画に基づき作成するものとする。 

②「実施の場所、頻度、時期」 

管理区間全てを対象に河川整備計画が策定された段階で作成する。 
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7．具体的な維持管理対策 

 ここに示す維持管理対策及び実施基準については、現時点における目安であり、現場の状況に

応じて適宜対応するものである。 

 

7-1.河川管理施設の維持管理 

7-1-1.堤防補修 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査結果を整理することで堤防の状態を把握し、堤防の機能が十分に発揮されないと

判断された場合に堤防の補修を実施する。 

なお、堤防にクラック、陥没、わだち、裸地化、湿潤状態等の変状が見られた場合には、

点検等による当該箇所の状態把握を継続するとともに、状況に応じて原因調査を行うものと

する。調査結果により維持すべき堤防の耐侵食、耐浸透機能に支障が生じると判断される場

合には必要な対策を実施し、堤防の治水機能が保全されるよう堤体を維持管理する。 

 

■状態把握のための調査 

 ・堤防の巡視・点検  等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により堤防の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合。 

 

7-1-2.堤防天端の舗装 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査結果を整理することで堤防天端舗装の状態を把握し、堤防の機能が十分に発揮さ

れないと判断された場合に堤防の補修を実施する。 

なお、舗装のクラックや欠損箇所は堤体の雨水浸透を助長する箇所にもなるため、天端舗

装にあたって雨水の排水に十分配慮するとともに、舗装面を維持管理する。また、兼用堤区

間については、占用者と連携した舗装面の維持管理を実施する。 

 

■状態把握のための調査 

 ・堤防の巡視・点検  等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により堤防天端舗装の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合。 

 

7-1-3.堤防除草及び高水敷除草 

①「実施の基本的な考え方」 

堤防除草は、堤防の巡視や点検の際に支障とならないように実施する。高水敷除草は、樋

門樋管等施設の巡視や点検の際に支障とならないよう施設周辺について必要最小限実施す

る。また、堤防の巡視・点検等の調査結果を整理することで堤防植生の状態を把握し、堤防

法面に繁茂する雑草の根の腐敗による堤防の弱体化を防止することを目的として、有害な雑

草を適切に除去する。 

なお、除草範囲に特定外来生物が存在し、除草の一環としてこれを駆除する場合は、外来

生物法※を遵守する。        ※特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律 
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②「実施の場所、頻度、時期」 

【堤防除草】 

・実施の場所：管理区間全ての有堤部とする。なお、堤脚部の除草幅は川表・川裏ともに

３ｍを基本とする。 

・回数：年２回刈を基本とする。なお、気象条件、植生繁茂状況、背後地状況、河川利用

頻度等を考慮し、必要に応じて回数は変更するものとする。 

１回目：刈り取りを６月末までに完了することを基本とする。 

２回目：刈り取りを１０月末までに完了することを基本とする。 

・刈高：除草の刈高は、１０cm 以下を標準とする。 

 

【高水敷除草】 

  ・実施の場所：河川管理施設の周辺 

  ・回数：年１回刈を基本とするが、必要に応じて回数は変更するものとする。 

  【堤防に有害な植生の除去】 

・堤防に有害な植生が繁茂していると判断された場合 

 

7-1-4.坂路・階段工 

①「実施の基本的な考え方」 

変状を発見した場合には、速やかに補修等の対応を実施する。 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により坂路・階段工の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-5.堤脚保護工 

①「実施の基本的な考え方」 

出水時の巡視及び出水後の点検で、吸い出しによる濁り水、あるいは堤体からの排水不良

等の異常を発見したときは必要な措置を実施する。 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により堤脚保護工の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-6.堤脚水路 

①「実施の基本的な考え方」 

堤防等からの排水に支障が生じないように、堤脚水路内の清掃等の維持管理を実施する。 

また、堤防側の壁面を堤脚保護工と兼用している場合には、破損を放置すると堤体材料の

流失等の悪影響が生じることとなるので、異常を発見したときはすみやかに補修する。 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により堤脚水路の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-7.側帯 

①「実施の基本的な考え方」 

第１種側帯は、旧川の締切箇所、漏水箇所等に堤防の安定を図るために設けられるもので

あり、維持管理上の扱いは堤防と同等であるため、堤体と同様に維持管理する。 

第 2種側帯は、水防用の土砂等を備蓄するために設けられるものであるため、不法投棄や
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雑木雑草の繁茂等を防ぎ、良好な盛土として維持する。 

第 3種側帯は、環境を保全するために設けられるものであるので、目的に応じた環境を維

持するよう努める。 

胸壁（パラペット）構造の特殊堤の点検にあたっては、特に、天端高が確保されているか、

基礎部に空洞は発生していないか、胸壁が傾いていないか、コンクリートの損傷やクラック

が発生していないか、接合部の止水板に損傷はないか等について着目し、異常を発見した場

合には適切に補修等を行うものとする。 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により側帯の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-8.護岸 

①「実施の基本的な考え方」 

護岸については、堤防や河岸防護等の所要の機能が保全されるよう維持管理を行い、治水

上の支障となる異常がある場合には、適切な工法によって早期に補修することを基本とする。 

また、護岸の工種は種々あるので、維持管理にあたっては工種毎の特性や被災メカニズム、

各河川での被災事例等を踏まえつつ、適切に維持管理を実施する。 

補修等が必要とされる場合には、各河川における多自然川づくりの目標等を踏まえ、十分

に河川環境を考慮した護岸の工種や構造とする。 

また、下記調査結果を整理することで護岸を評価し、機能が十分に発揮されないと判断さ

れた場合に護岸等の補修を実施する。 

 

■状態把握のための調査 

・縦横断測量 

・護岸等（高水護岸、低水護岸等）の点検 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により護岸の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-9.根固工 

①「実施の基本的な考え方」 

根固工の補修等にあたっては、生物の生息・生育・繁殖環境や河川景観の保全に配慮し、

各河川における多自然川づくりの目標を踏まえて対応する。 

また、下記調査結果を整理することで護岸・根固工を評価し、機能が十分に発揮されない

と判断された場合に護岸等の補修を実施する。 

 

■状態把握のための調査 

・縦横断測量 

・根固工の点検 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により根固工の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 
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7-1-10.陸閘 

①「実施の基本的な考え方」 

確実にゲート操作が行え、堤防としての機能を果たせるよう常に良好な状態を保持するた

めに以下の項目に留意し、異常を発見した場合には適切に補修等を実施する。 

なお、ゲートが角落し構造の場合は、角落し材の数量、保管場所等を把握する。 

(1)コンクリート擁壁 

・コンクリートの破損、クラック 

・継ぎ手部のずれ、傾き 

・堤体との取付部の開口 

(2)通路 

・コンクリートの破損 

・不同沈下 

・レールの切損、土砂、ゴミ等の堆積 

(3)ゲート設備 

陸閘のゲートは、洪水や高潮の堤内への流入防止を実現する重要な施設であり、確実に

開閉し、かつ、必要な水密性及び耐久性について確認を行う。なお、角落し構造の場合に

は、必要が生じた場合には直ちに使用可能な状態としておくこと。 

 

■状態把握のための調査 

・縦横断測量 

・陸閘の点検 

 

②「維持管理対策実施基準」 

調査により陸閘の損傷が確認され、機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-11.阿武隈大堰の補修 

①「実施の基本的な考え方」 

本体及び水叩き、護床工の変状等に注意し、点検により下部の空洞化や洗掘状況を把握す

ることを基本とし、適切に維持管理する。コンクリート構造部分のひび割れ等については必

要に応じて計測を行って、進行状況を把握する。 

 

■状態把握のための調査 

・横断構造物（阿武隈大堰）の点検 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

点検により阿武隈大堰の機能に支障が生じると判断された場合 

 

7-1-12.樋門・樋管、水門本体の補修 

①「実施の基本的な考え方」 

土木施設の維持及び修繕については以下を基本とする。 

・ 点検等によりクラック、コンクリートの劣化、沈下等の変状を発見し、各々の施設が

維持すべき機能が低下するおそれがみられた場合には、継続的に状態把握(点検)を行

う等により原因を調査する。 

・ 当該河川管理施設等及び同種の構造物の過去の被災事例や異常発生事例を参考とし

て、点検等の調査による変状の状態から施設の機能の維持に重大な支障が生じると判
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断した場合には必要な対策を行う。 

また、対策にあたっては、長寿命化対策の検討等により、長期的なコストに考慮す

るとともに、施設を更新する際には、施設の位置や周辺環境を勘案し河川本来の生態

系や多様な景観等の水辺環境を保全・創出することや、地域の暮らし、歴史、文化と

の調和に配慮するなど、質的な向上について検討することを基本とする。 

 

■状態把握のための調査 

・河川構造物（樋門樋管・水門、排水機場）の点検 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

点検等により機能が十分に発揮されないと判断された場合 

 

7-1-13.堰、樋門・樋管、水門、排水機場の機械設備の補修 

①「実施の基本的な考え方」 

機械設備は、点検及び診断の結果による劣化状況、機器の重要性等を勘案し、効果的・効率

的に維持管理することを基本とする。 

機械設備のうち、ゲート設備、ポンプ設備等の整備・更新は、河川用ゲート・ポンプ設備の

点検・整備等に関するマニュアル等に基づいて行うことものとする。また、ゲート設備、ポン

プ設備等の塗装については、機械工事塗装要領（案）・同解説に基づいて行うものとする。 

 
 ■状況把握のための調査 

  ・河川構造物（樋門樋管、水門、排水機場）の点検 等 

 
②「維持管理対策実施基準」 

点検等により、設備の機能が発揮されないと判断された場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７－１ ゲート設備の維持補修 

 

7-1-14.電気通信施設の補修等 

①「実施の基本的な考え方」 

電気通信施設は、点検及び診断の結果による劣化状況、施設の重要性等を勘案し、効果的・効

率的に維持管理することを基本とする。 

電気通信施設の整備・更新は、点検、診断等に関する基準等（電気通信施設点検基準（案）、電

気通信施設維持管理計画指針（案）、電気通信施設維持管理計画作成の手引き(案）)に基づいて行

うものとする。 

なお、電気通信施設については、致命的な障害が発生する場合も想定されるため、点検や診断

結果等により部品交換等を計画的に行うよう努めるものとする。 

 

補
修 

補修前 補修後 
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 ■状況把握のための調査 

  ・電気通信施設の点検 等 

 
②「維持管理対策実施基準」 

点検等により、施設の機能が発揮されないと判断された場合 

 
7-1-15.水文観測施設や観測機器等の修理・交換 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査結果を整理することで状態を適切に評価し、機動的に補修を実施する。 

■状態把握のための調査 

・水文観測施設の点検 

②「維持管理対策実施基準」 

点検調により水文観測に支障が生じると判断された場合 

雨量升は５年に１回検定し、10 年に１回更新する。 

 

7-2.河道の維持管理 

7-2-1.河道堆積土砂の撤去 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査結果を整理することで、河道の流下能力や河川管理施設への影響を評価し、これ

らに悪影響を及ぼすと判断された場合に河道堆積土砂を撤去する。 

 

■状態把握のための調査 

・縦横断測量  ・土砂堆積調査 

・中州・砂州の発生箇所、移動状況の継続調査 

 

②「維持管理対策実施基準」 

・堤外水路が閉塞し、排水が困難になると判断される場合 

・砂州の堆積による偏流により堤防等に影響があると判断された場合（河道の２極化） 

・河道掘削実施箇所において、再堆積の傾向が認められた場合（BD 押土等による定期的

な河道管理） 

 

7-2-2.樹木伐採 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査結果を整理することで河道内樹木群を評価し、過去に伐採を行ったが現在再繁茂

している箇所、CCTV 不可視箇所、不法投棄常襲箇所、量水標・高水流量観測所箇所及び堤防

沿いの竹林等の河川管理施設周辺について、悪影響を及ぼすと判断された場合に樹木伐採を

実施する。 

なお、高水流量観測所箇所においては、流量観測の精度に大きく影響するため適切な管理

を行うものとする。 

伐採にあたっては、有識者からの助言をもらい鳥類や植物等の生息環境に配慮するものと

する。 

 

■状態把握のための調査 

・縦横断測量   ・土砂堆積調査 ・平面測量（空中写真測量） 

・斜め写真撮影  ・河道内樹木調査 ・現況流下能力の評価 



 42 

・中州・砂州の発生箇所、移動状況の継続調査縦横断測量 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

河川整備計画策定時に、樹木伐採の必要性について検討する。河川整備計画策定後は、概

ね５年に一度、要伐採箇所の見直しを行うこととし、「河道内樹木調査」実施後に、伐採が

必要な箇所の特定を行う。 

 
③「再繁茂抑制対策」 

樹木伐採実施箇所については再繁茂抑制対策を実施し、充分な河道断面の維持に努める。 

 

7-3.河川区域等の維持管理 

7-3-1.塵芥処理及び不法行為の防止 

①「実施の基本的な考え方」 

流木による河道閉塞等を未然に防止するとともに、良好な河川環境を維持するため漂着す

る塵芥（流木、かや等の自然漂流物）を除去し、適切に処分する。 

また、下記調査により、河川管理施設や河道、河川環境に影響を与える不法行為が確認さ

れた場合は、必要に応じた不法行為防止対策を実施する。 

 

■状態把握のための調査 

 ・河川巡視・点検等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

不法行為が確認された場合 

 

7-3-2.河川区域境界及び用地境界 

①「実施の基本的な考え方」 

官民境界杭については、破損や亡失した場合に容易に復元できるようにするとともに、必

要に応じて河川管理者名の標識を設置し、官民の用地境界等の周知に努めるものとする。 

破損等が確認された場合は復元等の対策を実施するものとする。 

 

■状態把握のための調査 

 ・河川巡視・点検 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

点検等により破損等の異常が確認された場合 

 
7-3-3.河川敷地の占用 

①「実施の基本的な考え方」 

河川敷地の占用にあたっては、河川敷地の適正利用が図られるよう審査するものとする。 

また、河川区域内の工作物の設置許可にあたっては、河川管理の支障とならないよう適切

に審査する。 

 

■状態把握のための調査 

 ・河川巡視・点検 等 
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②「維持管理対策実施基準」 

河川敷地または工作物の設置許可申請があった場合 

 
7-3-4.河川保全区域及び予定地 

①「実施の基本的な考え方」 

河岸または河川管理施設の保全のために必要な河川区域に隣接する一定の区域（河川保全

区域）について、土地の掘削等、土地の形状の変更や工作物の新改築の行為の規制を行う。 

 

■状態把握のための調査 

 ・河川巡視・点検 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

河川保全区域及び予定地で許可申請があった場合 

 
7-3-5.河川利用施設の維持管理 

①「実施の基本的な考え方」 

下記調査により、河川の利活用に関するニーズや利用状況の分析・把握を実施し、河川利

用を促進する取り組みの一環として、これまでに整備された施設に異常が確認され、利用の

際に危険と判断された場合は必要に応じた対策を実施する。 

 

■状態把握のための調査 

 ・河川利用者の安全確保点検（護岸、坂路、散策路、手すり、天端道路等） 

・河川空間利用実態調査 等 

 

②「維持管理対策実施基準」 

点検により河川利用施設に異常が確認された場合 
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8．水防等のための対策 

8-1.洪水予報・水防のための対策 

8-1-1.連絡体制の強化等 

 阿武隈川下流における水害の防止・軽減を図るため、洪水予報・水防に関する連絡・調整の円

滑化を目的として、出水期前に「阿武隈川下流洪水予報・水防・災害情報連絡会」を開催し、関係

機関との連絡体制の強化と情報共有の体制を確保する。 

 また、近年の雨の局地化・集中化・激甚化を踏まえ、名取川･阿武隈川下流等で発生しうる大規

模水害から仙台都市圏･仙南圏の機能継続ならびに早期復旧に向けて、隣接する自治体や県、国等

が連携して減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するため

に、名取川･阿武隈川下流等大規模氾濫時の減災対策協議会を開催し、関係機関との連絡体制の強

化と情報共有の体制を確保する。 

 更に、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し共有

した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理 

した防災行動計画（タイムライン）を関係機関と共同で作成し、連絡体制の強化と情報共有の体

制を確保する。 

 

8-1-2.水防活動等への対応 

 洪水や高潮による出水時対応のため、所要の資機材を適切に備蓄する。また、必要に応じて迅

速に輸送できるよう関係機関との調整を図るものとする。 

 また、市町村等の水防管理団体が洪水時等に迅速かつ適確な水防活動が行えるように重要水防

箇所を周知するなど十分な連携に努めるものとする。 

 ①重要水防箇所の周知 

   洪水等に際して水防上特に注意を要する箇所を定めて、洪水期前に水防管理団体、水防団

と合同で巡視を行うなど重要水防箇所を周知徹底する。 

②水防訓練への参加等 

  水防管理団体が洪水時に迅速かつ適確な水防活動が行えるように水防管理団体等が実施す

る水防訓練に河川管理者も参加して、水防工法等の指導助言に努める。また、洪水時等にお

ける情報伝達が円滑かつ確実に行われるよう関係者間において、洪水期前に訓練を行う。 

 
8-1-3.水位情報等の提供 

 出水時の水位情報あるいはその予測情報、洪水氾濫に関する情報は、水防活動、地域住民の避

難行動あるいは市町長による避難勧告等の判断の基礎となるものであることから、「洪水予報」や

「水位情報」など適切な情報提供を行うものとする。 

 

表８－１ 阿武隈川水系における各種基準水位（単位：ｍ） 

河川名 観測所名 
水 防 団 

待機水位 

は ん 濫 

注意水位 

避難判断 

水  位 

は ん 濫 

危険水位 

計 画 

高水位 

阿武隈川 荒 浜 1.30 1.80 － － 3.94 

岩 沼 4.00 5.00 7.90 8.20 8.25 

江 尻 9.50 10.80 － － 14.21 

笠 松 13.00 14.50 16.60 17.00 17.99 

丸 森 18.00 19.50 22.00 22.30 23.70 

舘 矢 間 － － － － 25.34 

白 石 川 船 岡 大 橋 － － － － 15.07 
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8-1-4.洪水浸水想定区域図公表 

 河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域や浸水深、浸水継続時間等を公表し、洪水時の円

滑かつ迅速な避難を確保、浸水を防止することにより、水害による被害の軽減を図ることを目的

としている。また、沿川市町において作成されるハザードマップに活用されるよう情報共有を図

るものとする。 

 

8-2.水質事故対策 

水質事故が発生した際には、事故の発生状況に関わる情報収集を行い、速やかに関係機関等に

通報する。また、関係機関と連携して適切な対策を緊急に講じるものとする。 

 
8-2-1.連絡体制の強化等 

 「阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会」（以下、水対協という。）を開催し、関係機関との連

絡体制の強化と情報共有の体制確保を図る。 

 また、水対協では、毎年事業計画を立案し、承認を得て、水質事故対策に関する各種事業を推

進するものとし、地域住民に対して水質保全、水質事故の防止等に関する啓発活動に積極的に取

り組むものとする。 

 
8-2-2.水質事故対応に関する訓練等の実施 

水質事故発生時の初動対応や対策を円滑に行うため、水質事故通報演習や水質事故対策訓練を

毎年開催する。 

 
8-2-3.水質事故対策資機材の備蓄 

水質事故対策のための資機材について、過去の対応実績等を考慮して備蓄するとともに、必要

に応じて補充を行うものとする。 
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9．効率化・改善に向けた取り組み 

より良好な河川環境の整備・保全、より効率的な河川維持管理等に向けたさらなる地域協働の

取り組み、施設の老朽化に備えた長寿命化対策の方向等、河川維持管理の効率化・改善の取り組

みについて以下に示す。 

 

9-1.刈草・樹木の一般提供 

 堤防除草で発生した刈草及び工事等で発生した間伐材に関しては、放射線量を測定し発生材の

安全性を確認した上で積極的に一般提供するものとする。 

 

9-2.樹木の公募伐採 

 高水敷で伐木する予定の樹木の区画分けを行い、放射線量を測定し発生材の安全性を確認した

上で、一般公募して伐木・利用の促進を図る。公募した住民自ら伐木することにより維持管理費

用の縮減を図る。 

 なお、民間事業者等による伐採量拡大に向け、以下について検討を行う。 

  ① 公募伐採の拡大、FIT を活用した官民連携による樹木伐採の推進 

② 伐採可能な河道内樹木の範囲・量・樹種等の情報提供の徹底 

③ 民間事業者等のニーズを踏まえた伐採範囲・期間などの柔軟な対応 

 

9-3.砂利採取量拡大に向けた取り組み 

 民間事業者等による砂利採取量拡大に向け、以下について検討を行う。 

  ① 地方自治体に対する以下の情報提供について検討する 

・申請主体が地方公共団体であれば、請負業者は砂利採取業の登録がなくとも許可が可能で

あること。 

・用途規制が廃止されているため、盛土材等として使用可能となったこと。 

② 採取可能な砂利採取の範囲・量の情報提供の徹底 

③ 出水期間中の採取許可や柔軟な計画変更等、制度の弾力的運用 

 

9-4.施設の長寿命化 

 河川管理施設の設計・施工とその後の維持管理を含むライフサイクルコストの低減に努める一

方、施設の長寿命化を図るため、損傷や劣化原因や症状を適確に把握し、適切に補修等の対応を

行うとともに、それらの結果を今後の施設の設置や維持管理に反映していくものとする。 

また、長寿命化計画（案）を作成し、損傷、劣化箇所の補修や点検結果等をふまえた定期的な

計画の見直しを行うとともに、維持修繕コストの平準化を図るため計画に基づいた対策を実施し

ていくものとする。 

 

9-5.情報の共有化 

「河川の状態把握」等で得た河川維持管理に関する情報は、事務所・出張所で共有するとともに、

データ等のアクセスが容易となる環境の整備に努める。 
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9-6.ＰＤＣＡ型河川管理会議の開催 

仙台河川国道事務所内に総合的に諸課題解決に当たるための連携の場として、「阿武隈川下流･

名取川ＰＤＣＡ型河川管理会議」を組織し、河川の状況把握結果の情報共有と河川管理上の諸課

題について解決を図っていく。 

 
※ＰＤＣＡサイクル：Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4 段階を

繰り返すことによって、業務を継続的に改善する手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９－１ サイクル型維持管理体系のイメージ 

 

9-7.維持管理のコスト縮減に向けた取り組み 

東日本大震災の復旧に伴う堤防除草や芝養生面積の増大に伴うコストの増、また、阿武隈川堤

防の除草費用のコスト縮減に対応するため、肩掛け式除草による養生やこまめ除草など試行的な

取り組みを行う。 
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10．地域連携等 

10-1.市町村等との連携・調整 

 

■堤防除草委託 

地元住民の阿武隈川への愛護活動等の高まりと危機管理意識の向上等を図るため、市町村

への堤防除草委託を推進するものとする。 

 

■水防団等と連携して行う重要水防箇所の点検 

沿川市町村担当者、水防団、宮城県担当者等が参加する重要水防箇所合同点検を洪水期前

に実施し、危険箇所等の情報共有を図るものとする。 

 

■避難判断の参考となる情報提供 

沿川市町長が避難勧告等発令の判断の参考となる水位情報を沿川市町、宮城県へ提供する

ものとする。また、「水防災意識社会再構築ビジョン」のもと、洪水時に住民の主体的な避

難を促進するため緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を行うものとする。 

 

■避難情報、被災情報の共有化 

宮城県及び沿川市町との避難情報・被災情報について、ホットラインを通じて情報共有を

図るものとする。 

 

■渇水に関する情報交換 

渇水時の合理的な水使用並びに河川環境の保全を図るため、年度当初及び渇水の生じるお

それのあるとき等において「阿武隈川下流水系渇水情報連絡会」を開催し、渇水時における

関係利水者間の水使用の情報交換を行うものとする。 

 

■市町との意見交換会 

岩沼出張所管内及び角田出張所管内の沿川市町との連携を密にするため、年 2回（出水期

前・後）の情報交換を行うものとする。 

 

10-2.NPO、市民団体等との連携・協働  

 
■河川清掃活動 

市民団体等が行う河川清掃活動については、主催者からの依頼があった場合に収集した塵

芥等の運搬を河川管理者として協力することとする。 

 

■許可工作物の合同点検 

許可工作物及びその周辺の状況確認、情報交換を図るため河川管理者と許可工作物管理者

との合同点検を実施する。 

 
■ミズベリング 

自治体、河川協力団体、市民団体等の多様な主体との連携を進め、ミズベリング等による

水辺の賑わいの創造を積極的に図ることとする。 

 


